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研究成果の概要（和文）：　不登校予防の思春期のこころの学校健診を地方都市の公立小中学校と教育環境が異
なる大都市の中高一貫校（私立・公立）の計4000人に実施した。ハイリスク群は各学年で平均10%程度の検出率
であった。ハイリスク群の特徴は、中学生女子に多く、欠席日数が多かったが、欠席が最近1か月間なくても就
寝時刻が遅い子どもは、QTA総合得点・不安・抑うつ・身体・自己効力感が悪化していた。学校健診で検出され
た子どもで、1年間医療介入した群は、自己効力感以外の全項目が健常になったが、医療未介入群は、各項目は
軽快しなかった。本学校健診は、早期心身症の検出ができ、医療介入することで不登校予防に有用であることが
示唆された。

研究成果の概要（英文）：The school medical checkup for prevention of truancy was performed for 4000 
adolescent students from 5th grade of elementary school to 3rd grade of junior high school. The 
students lived in different areas (urban or suburban) and attended different types of schools 
(private or public). Students with a late bed time had higher total scores, anxiety, physical, 
depression and self-efficacy scores, even if they had no absences. Students with a high risk of 
psychosomatic disease were divided into early intervention and non-intervention groups. The early 
intervention group underwent treatment by a physician for their symptoms for one year and all scores
 improved, except for self-efficacy. In contrast, the non-intervention group showed no improvement 
of any scores. In conclusion, a school health checkup was useful for detection of early 
psychosomatic disease and prevention of truancy. The school medical checkup should be implemented to
 improve well-being in adolescent mental health.

研究分野： 小児心身医学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　思春期のメンタルヘルス悪化への予防措置は、緊急課題である。不登校や心身症の初期には、身体症状を訴え
ることが多いが、適切に対応されずに重症化しているのが現状である。自殺や不登校につながる心身症発症前の
身体症状へ適切に医療介入することで、周囲には話せない心身の不調を伝える機会となる学校健診の心身症早期
介入効果の有用性が確認されたことは医学的意義が大きい。思春期の心身症予防の学校健診が実装することで、
子どもは、親・教育・医療という異なる視点から見守られ三位一体の養育環境で育まれる。少子化が進む日本で
は、子どもの養育環境を整えることは、将来の日本を創る人材育成システムであり社会的意義は莫大である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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５．研究実績の概要  

WHO は、近年の思春期のメンタルヘルスの悪化に対して迅速に予防的措置の検討が必要

であると警鐘をならす。日本の子どもたちの健康は、学校健診で守られているが、思春期の

自殺や不登校は増加傾向にある。本研究の目的は、子どもが抱える心理社会的問題と身体症

状を包括的に、子どもの健康を守るための教育と医療が連携した学校健診システムを構築

することである。学校健診の方法は、小学 5 年生～中学 3 年生を対象に、子どもが抱えて

いる心理社会的問題と身体症状を総合的に検出できる子どもの健康調査票（QTA30）を使用

し、心身症ハイリスクの子どもを検出する。QTA30 は、子ども自身が親の意見を考慮せず

記入する自記名式である。学校健診で検出された子どもを地域の医療機関につなぐ連携シ

ステムを構築し、心身症に早期介入することの治療効果を検証した。 

3 年間で、研究代表者の地域である和歌山地区の公立小中学校と教育環境が異なる大阪地

区の中高一貫校（私立・公立）で、計 4000 人を対象に学校健診を実施した。ハイリスク群

は各学年で平均 10%程度の検出率であった。ハイリスク群の特徴は、中学生女子に多く、

欠席日数が多かった。しかし、欠席が最近 1 か月間なくても就寝時刻が遅い子どもは、QTA

総合得点・不安・抑うつ・身体・自己効力感が悪化していた。ハイリスク群の 78%は医療機

関を受診していなかった。更に、養育者は子どもの症状を理解していないケースや理解して

いても対応方法がわからず放置していたケースが多かった。学校健診で検出された子ども

で、1 年間医療介入できた群は、自己効力感以外の全ての項目が健常になったが、医療介入

しなかった群に、軽快はなかった。本学校健診は、早期心身症の検出ができ、医療介入する

ことで不登校予防に有用であることが示唆された。一方で今後、システムの簡便化および健

診後受診できるプライマリケア医への普及の課題が明確になった。 

 

６．研究成果の概要 

不登校予防のための思春期のこころの学校健診を地方都市公立小中学校と教育環境が異

なる大都市の中高一貫校（私立・公立）で、計 4000 人に実施した。ハイリスク群は各学年

で平均 10%程度の検出率であった。ハイリスク群の特徴は、中学生女子に多く、欠席日数

が多かったが、欠席が最近 1 か月間なくても就寝時刻が遅い子どもは、QTA 総合得点・不

安・抑うつ・身体・自己効力感が悪化していた。学校健診で検出された子どもで、1 年間医

療介入した群は、自己効力感以外の全項目が健常になったが、医療未介入群は、各項目は軽



快しなかった。本学校健診は、早期心身症の検出ができ、医療介入することで不登校予防に

有用であることが示唆された。 

 

The school medical checkup for prevention of truancy was performed for 4000 

adolescent students from 5th grade of elementary school to 3rd grade of junior high school. 

The students lived in different areas (urban or suburban) and attended different types of 

schools (private or public). Students with a late bed time had higher total scores, anxiety, 

physical, depression and self-efficacy scores, even if they had no absences. Students with a 

high risk of psychosomatic disease were divided into early intervention and non-intervention 

groups. The early intervention group underwent treatment by a physician for their symptoms 

for one year and all scores improved, except for self-efficacy. In contrast, the non-intervention 

group showed no improvement of any scores. In conclusion, a school health checkup was 

useful for detection of early psychosomatic disease and prevention of truancy. The school 

medical checkup should be implemented to improve well-being in adolescent mental health. 

  

7.研究成果の学術的意義や社会的意義   

思春期のメンタルヘルスの悪化への予防措置は、緊急課題である。不登校や心身症の初期

には、身体症状を訴えることが多いが、適切に対応されずに重症化しているのが現状である。

自殺や不登校につながる心身症発症前の身体症状へ適切に医療介入することで、周囲には

話せない心身の不調を伝える機会となる学校健診は、心身症早期介入効果の有用性が確認

されたことは医学的意義が大きい。 

思春期の心身症予防の学校健診が実装することで、子どもは、親・教育・医療という異なる

視点から見守られ三位一体の養育環境で育まれる。少子化が進む日本では、子どもの養育環

境を整えることは、将来の日本を創る人材育成システムであり社会的意義は莫大である。 
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